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道路の維持管理に関する予算が年々減少している一方で、高度成長期に建設され 

た構造物や老朽化が進む構造物の補修による「安全・安心」を確保するために必要

なコストが増大しています。 

横浜国道事務所では、このような状況に対応すべく日常管理に係るコスト縮減の

ため、道路清掃や除草の回数を減らすなどにより、昨年は平成１５年度比で３３％

のコスト削減を達成しました。 

今回、この取り組みの一環として、交通量が比較的少なく、交通安全上支障の少

ないトンネルを対象に、電気料金の削減を目的としてトンネル照明の一部を試行的

に消灯します。 

なお、電気料金の縮減額は、年間コストで約１５０万円となる見込みです。 
 

(1)実施場所 

国道１号小田原箱根道路「県立博物館トンネル」（小田原市入生田地先） 

消灯１５８灯／全灯数３１４灯（約１／２） 

(2)実施期間 

平成１９年８月６日から平成１９年１２月３１日まで 

なお、試行の結果で支障がなければ消灯を継続します。 

トンネル照明の一部消灯でコスト縮減 
 

 国道１号小田原箱根道路「県立博物館トンネル」の照明を一部消

灯します。 

いりうだ 



国道１号「県立博物館トンネル」消灯の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消灯イメージ】 

 消灯前（現況） 消灯後 

昼間 

  

夜間 

  

 

県立博物館トンネル 

現状：下り線・内部 

現状：下り線・入口 

：点灯 

：消灯 

県立博物館

県立博物館トンネル
延長：２６６ｍ

照明灯数：３１４灯（今回消灯１５８灯）

県立博物館トンネル 
延長：２６６ｍ 

照明灯数：３１４灯（今回消灯１５８灯）

県立博物館 


